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　びまん型胃癌（低分化胃癌）は日本における代表的な難治がんで
あり、適切な治療法が存在しない。近年のゲノム解析により新しい
治療標的候補として RHOAのドライバー遺伝子変異が見つかると同
時に、多様な胃癌集団中でのびまん型胃癌の相対的特徴が明らかに
なってきた。びまん型胃癌はがんゲノムだけでなく免疫微小環境が
特徴的でありリンパ球レパトアシーケンシングなどの包括的免疫ゲ
ノム解析を行なうことで、現行の免疫チェックポイント阻害剤抵抗
性であるびまん型胃癌の治療の糸口が明らかとなってきた。

　病理組織画像のデータが蓄積するに従い、このデータを用いて機
械学習を用いた診断補助の試みが世界的中で行なわれている。一般
画像認識の分野に続いて、病理組織画像にもニューラルネットワー
クによるディープラーニングを用いた解析が試みられるようになっ
た。病理画像の解析は、一般画像の解析と異なり様々なドメイン知
識が必要になることが多い。国際病理画像コンペにおける入賞経験
を含め、我々の研究グループがこれらの問題に対してどのように対
処して解析を行なっているかの実際を紹介する予定である。


